
                          令和６年度シラバス（国語）    学番 68 新潟県立高田南城高等学校 
 
 

教科（科目） 国語（言語文化） 単位数 ２単位 学年（コース） １年次 必履修 

使用教科書 『高等学校 新編言語文化』(第一学習社) 

副教材等 『５訂版 常用漢字オールクリア』（尚文出版） 
 
１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ 

ポリシー 

卒業までにこのような資質・能力を育みます 

① 自他を大切にできる豊かな心やコミュニケーション能力を育成します。 

② 勤労観を身に付け、自立し、地域社会に貢献できる人材を育成します。 

③ 社会の変化に適応できる人間性と幅広い学びにチャレンジする精神を育成します。 

カリキュラム・ 

ポリシー 

資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います 

① 少人数制授業や授業における学びのユニバーサルデザイン化を図るとともに、ICT

等を活用しながら基礎・基本の学びを展開し、個に応じた指導を行います。 

② 二人担任制や充実した教育相談体制により、社会への適応力や規範意識醸成のため
に生徒に寄り添った生徒指導を実践します。 

③ 自他を尊重し、よりよい人間関係を築くことで協働的に学び合う学習に取り組みま
す。 

④ 地域と連携したキャリア教育を充実させるとともに、個別最適な学びにより、生徒
一人一人の進路指導を行います。 

 
２ 学習目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにす

る。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を 

もち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 
３ 指導の重点 
① 基本的な言語事項の習得を重視し､特に常用漢字や古典の基礎知識などの確実な習得を目指します｡ 

② 文章を的確に読み取る力を養い、論理的に考えたり、想像力を働かせたりすることで、多角的なものの見方を身につけさせることを

目指します｡  

③ さらにそれらを的確に表現し､積極的に他者とのコミュニケーションを図る態度を育てます｡ 

 
４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や

技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化

に対する理解を深めている。 

「書くこと」、「読むこと」の各領域にお

いて、論理的に考える力や深く共感したり豊

かに想像したりする力を伸ばし、他者との関

わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや

考えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通して積極的に他者や社会に関わっ

たり、ものの見方、感じ方、考え方を深めた

りしながら、言葉がもつ価値への認識を深め

ようとしているとともに、読書に親しむこと

で自己を向上させようとしている。  

 
５ 評価方法 
 各観点における評価方法は次のとおりです。 

 知識・技能 a 思考・判断・表現 b 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
方
法 

・ペーパーテストの分析 

・観察、表現の観察 

・レポートやワークシート、意見文､ 提

出物の内容の確認などから、評価 

 します。 

・ペーパーテストの分析 

・授業中の発言、発表や討論への取組の観

察 

・レポートやワークシート、意見文､提出物

などの内容の確認 

・振り返りシートの記述の分析などから評

価します｡ 

・授業中の発言、発表や討論への取組の観

察 

・レポートやワークシート、意見文､提出

物などの内容の確認 

・振り返りシートの記述の分析などから､

評価します｡ 

 
 
 
 
 
 



６ 学習計画 

月 単元名 

授業時

数と領

域 

教材名 

 

学習活動（指導内容） 

評価

の 

観点 

評価方法 

４ 

近現代 

小説を読む

（一） 

Ｃ 

（４） 

「よろこびの歌」 

宮下奈都 

・小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開

などを的確に捉える。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・叙述を基に主人公の心情を捉え、学習課題に沿って説

明する。 

ａ 

 

ｂ 

 

ｃ 

ノート 

（記述の点検） 

ワークシート 

（記述の確認） 

発表の様子 

（行動の確認） 

振り返りシート 

（記述の確認） 

４

５ 

古文 

古文入門 

Ｃ 

（５） 
鳩と蟻のこと 

・『イソップ物語』の翻訳という文章の種類を踏まえて、

内容や展開を的確に捉える。 

・歴史的仮名遣いの読み方を積極的に理解し、繰り返し音

読する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

５

６ 

古文 

古文に親し

む 

Ｃ 

（７） 
児のそら寝 

・現代に通じる人間のありようを味わいながら、古文の世

界への親しみを深める。 

・積極的に説話を読み味わい、互いに話のおもしろさを伝

え合う。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

６ 
前期中間考

査 
（１）  

 ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

７ 

近現代 

小説を読む

（二） 

Ｃ 

（４） 

「ほねとたね」 

 川上弘美 

・段落構成や展開を積極的に把握し、学習課題に沿ってま

とめる。 

・主人公の視点や観点を理解し、心情の変化を読み取る

。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

７ 
近現代 

短歌と俳句 

Ｃ 

（３） 

大切の言葉 

手毬歌 

・伝統文化の一つである短歌、俳句の鑑賞のしかたを理解

し、近代を代表する歌人、俳人の作品を味わう。 

・作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容を解

釈するとともに、情景や心情を鑑賞する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

９ 短歌と俳句 
Ｂ 

（５） 

【言語活動】 

折句を用いて短歌

を作る 

・進んで折句の技法と伝統を理解し、学習課題に沿って折

句を用いて短歌を創作する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

９ 
漢文 

漢文入門 

Ｃ 

（８） 

漢文の学習 

訓読に親しむ 

（一）（二）（三）

  

 

・漢文を訓読するための基礎知識を習得する。 

・故事成語や格言に多く触れることにより、語句の量を増

やし、語彙を豊かにする。 

・漢文が我が国の言語文化と不可分の関係にあることを

理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

９ 
前期期末考

査 
（１）  

 ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

10 

 

近現代 

小説を読む

（二） 

 Ｃ 

（６） 

「羅生門」 

芥川龍之介 

・作品の成立した背景を踏まえて、内容の解釈を深める。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、内容や展開

を捉える。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

11 

古文 

古文に親し

む 

 

 Ｃ 

（６） 

 

なよ竹のかぐや姫 

・言葉の意味を確かめながら語彙を豊かにし、登場人物の

心情を丁寧に読み解く。 

・古文における物語文学を読み味わう。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

11 
後期中間考

査 
（１）   

ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

12 
漢文 

故事成語 

 

Ｃ 

（８） 

 

 

五十歩百歩 

矛盾 

狐借虎威 

・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われている言葉が

漢文に由来することを知る。 

・故事成語の由来となった話を読み、古典の言葉と現代の

言葉とのつながりについて理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

12 
漢文 

故事成語 

Ｂ 

（５） 

【言語活動】 

故事成語の由来と

意味を調べる 

 

・課題に応じて調査する。 

・故事成語の由来と意味を積極的に調べ、調べた内容を

工夫してまとめる。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 



１ 

近現代 

小説を読む 

（三） 

Ｃ 

（３） 

 

「わたしはマララ

」 

マララ・ユスフザ

イ 

・自伝的小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、

展開などを的確に捉える。 

・紛争や教育差別などの問題に興味を持ち、本文の学習

 通して世界の諸問題について調べる。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ノート 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

１ 

古文 

物語を楽し

む 

Ｃ 

（６） 
伊勢物語 

・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開を的確

に捉える。 

・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の果た

す意味を捉える。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシート 

発表の様子 

振り返りシート 

2

～

3 

後期期末考

査 
（１）  

 
ａ 

ｂ 

ペーパーテスト 

（記述の分析） 

 
  計 70 時間（50 分授業） 

 
※領域ごとの授業時数合計 

領域ごとの 
授業時数合計 

B「書くこと」 
１０時間 

C「読むこと」 
古典 ４０時間  近現代の文章 ２０時間 

 
 
７ 課題・提出物等 

・各単元ごとに漢字や語句の基礎テストがあります。 
・単元ごとに振り返りシートを記入し、提出することになります。休業中の課題は、別途指示します。 

 

８ 担当者からの一言 

「言語文化」は、社会生活に必要な国語の知識を身に付けるだけではなく、伝統的な言語文化に対する理解
を深めていく科目です。授業では、基礎基本を大切にし、次年度の科目にもつながるように主体的に学び
ましょう。言葉の正しい理解と作品の深い読解を心がけ、自らの生活を豊かにする姿勢を養いましょう。 

 


